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資料１

令和７年６月定例会（付託）

こども未来・安心対策特別委員会資料

（こども未来部）

フリースクール利用状況等アンケート結果（速報）について

１ 実施内容

（１）目的

フリースクールの利用実態等についてアンケートを実施し、不登校のこ

どもの「健やかな育ち」や「学び」の支援に向けた検討を行う。

（２）対象者

県内小･中学校に在籍する、学校に行きづらさを感じるこどもとその保

護者

・保護者 回答数：４１件

・小学生 回答数：１３件

・中学生 回答数：１０件

（３）回答期間

令和７年２月３日から令和７年２月２８日まで

（４）回答方法

WEBアンケート（無記名）

２ 概要

（１）保護者アンケート

①お子様が休み始めた時、学校や周囲からどのような対応を期待しましたか
(複数回答)

学校の先生か ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ、ｽ 学校の友達か 学校行事への 部活動などへの参
らの声かけ ｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ らの声かけ 参加の声かけ 加の声かけ

との面談

39.0% 43.9% 19.5% 7.3% 2.4%

個別対応 相談窓口の紹 教育支援ｾﾝﾀｰ 不登校の要因 その他
(放課後含む) 介 やﾌﾘｰｽｸｰﾙの紹 の解決

介

36.6% 31.7% 43.9% 39.0% 24.4%

（その他回答抜粋）・フリースクールに通うことへの理解

・特に期待をしていなかった など

②フリースクールの１ヶ月あたりのおおよその費用
授業料や施設利用料等 通所に要する費用(運賃等)

平均値 中央値 平均値 中央値

25,362円 15,000円 5,332円 3,000円
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③フリースクールへの通学の手段とおおよその時間について
手段 所要時間

家族の車送迎※ JR・送迎ﾊﾞｽ 徒歩 平均値 中央値

87.5% 8.3% 4.2% 34分 30分
※JR・送迎ﾊﾞｽ併用含む

④フリースクールへ通うことの課題について (複数回答)

経済的な負担 遠距離などの理 保護者の仕事と ﾌﾘｰｽｸｰﾙを選ぶ 家族の理解が
が大きい 由により、通学 の両立が難しい 際の情報が少 得られない

の手段や時間の ない
確保が難しい

63.4% 53.7% 61.0% 43.9% 7.3%

相談相手が こどもの意思が ﾌﾘｰｽｸｰﾙのｽﾀｯﾌ 特に課題を感 その他
いない 分からない と十分なｺﾐｭﾆｹｰ じていない

ｼｮﾝがとれてい
ない

7.3% 14.6% 4.9% 4.9% 14.6%

⑤フリースクールに期待することについて (複数回答)

学校での学習 ﾌﾘｰｽｸｰﾙ独自の学 友人関係の構築 お子様の特性 進学や将来に
に代わる学習･ 習･体験活動の充 に合わせた支 ついての相談
体験活動の確 実 援 支援
保

41.5% 63.4% 53.7% 56.1% 46.3%

生活リズムの 外出する機会の 食事の機会の確 親子で安心で 学校との連絡･
構築 確保 保 きる場の確保 協議のｻﾎﾟｰﾄ

22.0% 26.8% 22.0% 53.7% 36.6%

（２）小学生及び中学生アンケート

①現在、どのくらいのペースでフリースクールに通っていますか
週に５回 週に３～４回 週に１～２回 月に何日か

小学生 33.3% 16.7% 50.0% 0%

中学生 0% 33.3% 55.6% 11.1%

②フリースクールで楽しさや興味を感じた活動について (重み付け得点)

一人で行 授業の形 ﾀﾌﾞﾚｯﾄを やりたい こどもた ｵﾝﾗｲﾝ学 社会体験
うﾄﾞﾘﾙ学 の学習 活用した ことを考 ちでのﾐｰ 習等 ( 工 場 見
習 学習 え､計画 ﾃｨﾝｸﾞ 学、職場

して行う 体験等)
活動

小学生 7 0 1 16 1 0 0

中学生 0 5 2 6 6 0 3

自然体験 ｽﾎﾟｰﾂ活 施設内で 施設外で 宿泊体験 地域活 その他
( 自 然 観 動 の文化･ の文化･ 動 (地域
察､農業体 芸術活動 芸術活動 の人や施
験等) (調理､音 (調理､音 設の人と

楽活動､工 楽活動､工 の 連 携
芸等) 芸等) 等)

小学生 4 16 17 0 0 0 10

中学生 8 4 1 0 7 2 10

（その他回答抜粋）・友達との時間、遊ぶこと など




